
倉敷市真備町洪水自然災害伝承碑訪問
訪問日:令和7年4月28日（月）11:30～14:00
平成30年（2018）7月6日の西日本豪雨の影響で大きな洪水被害が発生した倉敷市
真備町を訪問し、現地現物で真備町地内に建立された自然災害伝承碑や地域の現況を見てきた。
1．豪雨水没地域と災害伝承碑（国土地理院自然災害伝承碑HPより）

①下原公会堂

②倉敷市真備公民館川辺分館

③倉敷市真備健康福祉館
（まびいきいきプラザ）

④まび記念病院

⑤下有井ふれあい館

⑥マービーふれあいセンター

⑦倉敷市真備支所

⑧小田川合流点付替え事業
竣工記念碑

⑨まびふれあい公園
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①下原公会堂（総社市下原867）
建立:2021年
伝承内容:平成30年(2018)7月4日から降り続いた豪雨により高
梁川が増水、支流の新本川が氾濫した。地区内にあるアルミ工場
の溶解炉が冠水し、6日23時35分に爆発、地区内の全家屋が被災
した。また、同日夜半に小田川及び支流の堤防が決壊、翌7日100
世帯以上が床上浸水し、当地では1.52mの浸水位となった。洪水
と爆発という二重の災害の中、地区内では犠牲者を一人も出すこ
となく全員が避難した。(国土地理院自然災害伝承碑説明文より(以下同))

②倉敷市真備公民館川辺分館（倉敷市真備町川辺714）
建立:2021年
伝承内容:平成30年(2018)7月5日か
ら7日に降り続いた記録的な大雨によ
り末政川の堤防が決壊し、川辺地区
1734世帯のほぼ全ての家が浸水被害
を受け、住民6名の尊い命が失われた。
浸水位は、川辺地区全体でおおむね
3.5mに達し、明治26年(1893)以来の
大災害となった。
＜神楽土手跡＞
分館南側に、大垣の輪中をルーツとし
た神楽土手跡が残る。江戸時代に築か
れたと考えられているが、明治26年の
大洪水で決壊、高梁川堤防の大改修後
に撤去されたとのこと。
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③倉敷市真備健康福祉館（まびいきいきプラザ）（倉敷市真備町川辺2271）

④まび記念病院（倉敷市真備町川辺2000-1）

⑤下有井ふれあい館（倉敷市真備町有井710）

⑥マービーふれあいセンター（倉敷市真備町箭田40-1）

⑦倉敷市真備支所（倉敷市真備町箭田1141-1）
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建立:2022年
伝承内容:平成30年(2018)7月5日から7日
にかけ、西日本を中心に記録的な大雨と
なった。ここ真備地区では、小田川・末政
川・高馬川・真谷川の八箇所で堤防が決壊
し、真備地区の約3割、1,200ヘクタールが
浸水、その深さは5mを超えた。この災害に
より、70名を超える尊い命が失われた。

3.3mの
浸水ライン

←洪水により水没。その
際の3.3m高さの浸水ライ
ンをロビーの柱に表示

浸水したまび記念病院→
小田川より約700m北。
19年2月病院業務を再開
（FNNプライムオンライン）

建立:2023年
伝承内容:平成30年(2018)7月5日から7日にかけ、記
録的な大雨となり、6日夜には大雨特別警報が発令され
た。真備町有井地区では、小田川支流の末政川の堤防が
東西3か所で決壊し、濁流が押し寄せて地区住民の8割
を超える800世帯が浸水し、その深さは、二階の屋根ま
で達し、住民15名の尊い命が失われた。災害から5年を
迎え、亡くなられた方々に哀悼の誠をささげるとともに、
災害の記憶を必ず伝えるべく、碑を建立する。右は明治13年(1880)7月

1日洪水時の溺死群霊之墓
2023年10月に新築された
下有井ふれあい館（浸水深3.7m） 建立:2022年

伝承内容:平成30年(2018)7月5日
から7日にかけ、西日本を中心に記
録的な大雨となった。ここ真備地区
では、小田川・末政川・高馬川・真
谷川の八箇所で堤防が決壊し、真備
地区の約3割、1,200ヘクタールが浸
水、その深さは5mを超えた。この
災害により、70名を超える尊い命が
失われた。

建立:2022年
伝承内容:平成30年(2018)7月5日から7日に
降り続いた豪雨により、小田川・末政川・高
馬川・真谷川の8箇所で堤防が決壊、小田川・
大武谷川の7箇所で一部損壊・損傷し、真備地
区の約三割、1,200ヘクタールが浸水する大
洪水となった。5,700棟超の住家が全壊・大
規模半壊等し、60名を超える命が奪われた。

⑧小田川合流点付替え事業竣工記念碑（倉敷市真備町川辺1541-1）

建立:2024年 伝承内容:小田川は洪水時に高梁川の水位が高くなったときに起こる背水現象で過去に何度も浸
水被害が発生していた。平成30年(2018)7月5日から7日にかけての西日本豪雨では、真備地区で堤防決壊や越水
等により、甚大な被害が発生した。碑は沿川住民の悲願であった、高梁川と小田川の合流地点の付替え工事の竣
工を記念して建立された。

高梁川・小田川旧合流点付近
後方は井原線



⑨まびふれあい公園（倉敷市真備町箭田4629-1） （3/5）

災害からの復興のシンボル、防災や交流の拠点として、堤防が決壊した小田川と高馬川の合流部に隣接する土地
に2024年7月開園

まびふれあい公園全景（山陽新聞デジタル24年07月03日 より） 公園全体案内図

多目的室や備蓄倉庫を備える施設｢竹のゲート｣は隈研吾氏設計 公園整備の記録 堤防強化工事の記録

災害からの復興の記録 防災用品展示

小田川河川敷のじゆうひろば（右は高馬川） 小田川と高馬川の合流地点（決壊した堤防付近）



https://www.city.kurashiki.okayama.jp/cityinfo/city-plan/1005997/1011792/1006017/1013324/1006000.html （4/5）



明治以降の真備の水害
高梁川、小田川堤防が決壊1893年(明治29)
小田川堤防が決壊1920年(大正9)
室戸台風で高梁川が洪水。真谷川堤防決壊1934年(昭和9)
小田川、真谷川堤防が決壊1945年(昭和20)
集中豪雨で高梁川が逆流1972年(昭和47)
台風17号で小田川左岸堤防漏水1976年(昭和51)

防災ニッポン（https://www.bosai.yomiuri.co.jp/）より

２．所 感
・水害発生後約７年たっている今、川辺地内では新築の家が

立ち並び、復興が進んでいることを実感した
・ただ、空き地（更地）も多く、災害前までの状況にはまだ

まだ戻っていないと感じた
・一方で、建築中の家も何軒か見られ、また、倉敷市支所別

世帯数の推移を見ても世帯数が年を追うごとに増加し、
現在が復興さなかであるとも感じられた

・現在では災害の爪痕は微塵も感じられないものの、被災
された方々は、被災時、そして被災後の復旧・復興と、
⾧期間、筆舌に尽くしがたい苦労をされてきたのだろうと
推察する

・右表のように真備地区では、明治以降だけでも水害が頻発
している。そのことを考えると、「過去の災害に基づいた
災害が起こらないような事前の対応」が行えなかったのか
と考える

真備支所世帯数推移（倉敷市市政情報より）（世帯）
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3．提 言:真備町洪水被害と豊田市150年に一度の水害についての一考察
・豊田市は、平成27年の水防法改正に基づき、それまでの150年に一度から、1000年に一回程度の確率で

発生する規模の大雨を想定したハザードマップを作成、令和3年3月9日に公表した
・しかしながら、平成30年7月の西日本豪雨、令和5年6月の台風2号の影響による東三河南部の線状降水

帯による河川氾濫などの例をみると、1000年に一度と言わず、150年に一度の規模の水害が起こる頻度
がより多くなってくるのではと懸念される

・そこで、西日本豪雨による倉敷市真備町の被害状況と豊田市150年に一度の水害ハザードマップを比較
することにより、万が一豊田市で150年に一度の水害が発生した場合の被害を想定する

(左)真備町の水害状況:山陽道から南側は
5mの浸水(右)豊田市150年に一度の水害
シミュレーション 小田川が高梁川の支流
であることを除けば、両者は類似している

平成30年7月5日から7日にかけての小田川
流域の雨量グラフ 48時間雨量が306㎜

左記小田川流域のグラフに令和5年6月2日
の豊橋市雨量グラフを重ねたもの 1時間
最大43㎜、24時間雨量407㎜といずれも
小田川流域のものをはるかに超えている

(上)水没直後の家屋の状況
5mの水深ではほぼ2階まで
水没(下) 消防団や自衛隊に
より245名、一般市民の
ボートにより200名を救出

(上)避難所での避難の様子
(下)水が引いた後、流され
た車やドラム缶、家具など

(左)道路に堆積した泥の撤去
(右)家庭内のごみを片付ける
住民と災害ごみの仮集積場

(左)泥が乾燥した後の粉塵が
まう様子と自衛隊によるごみ
撤去(右) 床下の清掃・消毒を
行うボランティア

・令和5年6月は豊橋市で洪水被害が起こったが、線状降水帯が20～30㎞西に寄っていれば、豊田市が同様
の被害を受けていたかもしれない

・一旦被害を受けた場合、その後の復旧・復興は
真備町の例を見ても非常に大変なことが分かる

・豊田市の防災計画等を見ても、右表の通りいずれ
の計画・ビジョンでも｢市民の命と財産を守る｣
とうたっており、命は勿論のこと、財産を守る
ための事前対策が必要と考える

｢市民(国民)の生命と財産を守る｣の記載箇所
・第2次豊田市災害対策推進計画 R7年3月 P2
・豊田市地域防災計画 R5年度改訂版 R6年1月 P1
・豊田市総合雨水対策マスタープラン R5年5月 P25, P31
・豊田市下水道ビジョン R2年3月 P24
・豊田市国土強靭化地域計画 R2年3月 P238


